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令
和
８
年
度
予
算
関
係

　
質
問
質
疑
で
は
、
市
政
の
方
針
な

ど
を
問
い
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
の
質
問
質
疑
に
つ
い
て

は
、
６
～
８
ペ
ー
ジ
の
「
質
問
質

疑
」
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　
質
問
質
疑
終
了
後
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
各
分
科
会
で
審
査

し
ま
し
た
。

　
３
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
審

査
特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
で

の
審
査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
の
各
特
別

会
計
と
水
道
・
下
水
道
の
各
企
業
会

計
の
計
６
議
案
に
反
対
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
に
よ
り
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
23
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、
民
意
を
得
ら
れ
て
い

な
い
刈
谷
城
建
設
に
関
す
る
予
算
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
反

対
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採

決
の
結
果
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
】

■
企
画
総
務

災
害
対
応
通
信
整
備
事
業

問　
導
入
予
定
の
ス
タ
ー
リ
ン
ク

の
仕
様
や
設
備
は
ど
の
よ
う
か
。
ま

た
、
ス
タ
ー
リ
ン
ク
ダ
イ
レ
ク
ト
と

の
違
い
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
導
入
予
定
の
ス
タ
ー
リ
ン
ク

は
、
低
軌
道
衛
星
の
利
用
に
よ
り
高

速
・
低
遅
延
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

本
会
議
で
の
質
疑

委
員
会・分
科
会・
本
会
議

令和８年度予算に見る主要事業令和８年度予算に見る主要事業

感震ブレーカーの補助対象機器を拡充し
防災意識の高揚を図る

（感震ブレーカー設置費補助事業）

元の自立した生活を目指した
モデル事業を拡充　　

（生活機能特化型リハビリテーション事業）

健康をテーマとした公園を新たに整備
（たまち公園等整備事業）

粗大ごみ戸別収集のオンライン予約を導入
（粗大ごみ収集受付管理システム導入事業）

アジア・アジアパラ競技大会を盛り上げる　　
（アジア・アジアパラ競技大会開催事業）

受験料の補助を行い
進学に向けたチャレンジを後押し　　

（こどもの生活・学習支援事業）

　大規模地震時における電気火災を抑制する
ため、感震ブレーカーの補助対象機器につい
て、従来の分電盤タイプに加え新たに簡易タイ
プを対象とする。
・補助率（補助額）
　 分電盤タイプ　�設置及び購入に係る費用の

２分の１（上限 20,000 円）
　 簡易タイプ　購入に係る費用の２分の１（上限 2,000 円）

　要支援認定者または事業対象者が、セ
ルフマネジメント力を身に付け、介護保
険サービスに頼らない生活を送ることを
目的として、リハビリテーション専門職に
よる面談や自宅でできるトレーニングの
指導を中心としたモデル事業を拡充する。
⑴実施場所　7事業所（予定）
⑵利 用 者　80 人（予定）

　公園機能の増進を図るため、しげは
ら園の移転及び刈谷豊田総合病院の拡
張に合わせ、神田公園の機能を見直す
とともに、住吉公園を移転し、たまち
公園を整備する。
⑴ 整備場所　田町
⑵ 整備面積　約 1.2ha

　市民の利便性向上を図るため、粗大ごみの
戸別収集について、オンライン予約及び決済
サービスに対応した粗大ごみ収集受付管理シ
ステムを導入する。
⑴ 新たに導入する機能
　 �24 時間オンライン予約受付、オンライン
決済、収集ルート自動作成

⑵ 稼働時期　７月（予定）

　本市会場で予定されているサッカーや車いすラグビーの開催に向
け、機運の醸成及び大会の盛り上げに資するため、聖火リレーを始
め、関連事業の実施や、様々な分野
の団体と連携した各種取組を行う。
⑴ 第 20 回アジア競技大会
　 ９月 19 日㈯～ 10 月４日㈰
⑵ 第５回アジアパラ競技大会
　 10 月 18 日㈰～ 10 月 24 日㈯
⑶ �聖火リレー及び関連イベントの
実施　等

（注）それぞれの数字は四捨五入等をしてそろえたため、総額や割合に一致していない場合があります。 ※詳しくは、市ホームページの「予算のあらまし」を御覧ください。

　こどもの進学に向けたチャレンジを後押しするため、経済的課題を抱え
るひとり親家庭及び低所得子育て世帯に対し、こどもの大学等受験料及び
模擬試験費用に加え、新たに高校等受験料の補助を行う。
⑴ 対象世帯
　 児童扶養手当受給水準のひとり親世帯
　 または住民税非課税世帯
⑵ 補助上限額
　 大学等受験料	 53,000 円
　 大学等受験模擬試験費用	 8,000 円
　 高校等受験料	 22,200 円
　 高校等受験模擬試験費用	 6,000 円

会計名 本年度 前年度比較 伸び率

予算総額 1,128億 6,300 万円 17億 2,500 万円 1.6%

一般会計 746億 6,300 万円 ▲ 4億 5,700 万円 ▲ 0.6%

特別会計 262億 7,300 万円 9億 7,100 万円 3.8%

刈谷小垣江駅東部
土地区画整理事業 6億 900万円 ▲ 1,200万円 ▲ 2.0%

刈谷野田北部土地
区画整理事業 1億 600万円 3,900 万円 58.9%

国民健康保険 118億 1,300 万円 1億 5,700 万円 1.3%

後期高齢者医療 29億 8,200 万円 3億 7,900 万円 14.6%

介護保険 107億 6,300 万円 4億 900万円 3.9%

企業会計 119億 2,700 万円 12億 1,100 万円 11.3%

水道事業 45億 7,700 万円 7,000 万円 1.5%

下水道事業 73億 5,000 万円 11億 4,100 万円 18.4%

一般会計の内訳（ ）内は対前年度比 令和８年度予算の総額令和８年度予算の総額

〈国・県からの支出金などの内訳〉国庫支出金、県支出金、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲
渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付
金、地方交付税、交通安全対策特別交付金
〈分担金、負担金などの内訳〉分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金
〈商工費などの内訳〉労働費、農林水産業費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費

歳　入
746億6,300万円

住民税など
401億6,400万円
53.8%（3.3%増）

住民税など
401億6,400万円
53.8%（3.3%増）

国・県からの
支出金など
236億7,100万円
31.6%（3.8%増）

国・県からの
支出金など
236億7,100万円
31.6%（3.8%増）

分担金・負担金など
58億8,300万円
7.9%（11.1%減）

分担金・負担金など
58億8,300万円
7.9%（11.1%減）

給食費などの諸収入
27億1,900万円
3.7%（11.2%減）

給食費などの諸収入
27億1,900万円
3.7%（11.2%減）

市債（借金）
22億2,600万円
3.0%（41.0%減）

市債（借金）
22億2,600万円
3.0%（41.0%減）

歳　出
746億6,300万円

民生費
326億8,300万円
43.8%(3.6%増）

民生費
326億8,300万円
43.8%(3.6%増）

教育費
102億7,400万円
13.8%(7.7%減）

教育費
102億7,400万円
13.8%(7.7%減）土木費

114億100万円
15.3%(11.1%減）

土木費
114億100万円
15.3%(11.1%減）

総務費
73億1,500万円
9.8%(4.7%増）

総務費
73億1,500万円
9.8%(4.7%増）

衛生費
62億2,300万円
8.3%(5.5%増）

衛生費
62億2,300万円
8.3%(5.5%増）

商工費など
23億9,600万円
3.2%(18.0%減）

商工費など
23億9,600万円
3.2%(18.0%減）

消防費
21億5,500万円
2.9%(12.7%増）

消防費
21億5,500万円
2.9%(12.7%増）

公債費
18億1,400万円
2.4%(20.0%増）

公債費
18億1,400万円
2.4%(20.0%増）議会費

4億100万円
0.5%(1.5％増）

議会費
4億100万円
0.5%(1.5％増）

を
可
能
と
す
る
衛
星
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
で
、
電
源
が
確
保
で
き
、

専
用
ア
ン
テ
ナ
と
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
ル
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
時
に
お
い
て
も
平
時
と
変
わ
ら
な

い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
提
供
で

き
る
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。
ス
タ
ー

リ
ン
ク
ダ
イ
レ
ク
ト
は
、
専
用
ア
ン

テ
ナ
や
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
が
な

く
て
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
ク
の
仕
組
み

を
ス
マ
ホ
だ
け
で
使
用
で
き
る
よ
う
、

ス
ペ
ー
ス
Ｘ
社
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
が
共
同

で
開
発
し
た
も
の
で
、
携
帯
電
話
の

圏
外
エ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
送
受
信
や
位
置
情
報
の
共

有
な
ど
、
限
ら
れ
た
通
信
だ
け
は
可

能
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

問　
ス
タ
ー
リ
ン
ク
を
使
用
し
て

地
区
役
員
な
ど
と
連
絡
を
取
り
合
う

こ
と
へ
の
市
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
各
地
区
に
は
無
線
機
を
配
付

し
て
お
り
、
災
害
時
に
は
そ
の
無
線

機
を
使
い
、
近
隣
の
地
区
や
避
難
所

の
担
当
者
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
導
入
予
定

の
ス
タ
ー
リ
ン
ク
は
市
災
害
対
策
本

部
が
情
報
収
集
や
情
報
発
信
手
段
を

確
保
す
る
こ
と
や
、
避
難
所
に
お
い

て
避
難
者
や
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
安
定

的
に
情
報
を
得
ら
れ
る
環
境
の
整
備

を
目
的
と
し
て
試
験
的
に
導
入
す
る

考
え
で
あ
る
。

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

問　
現
在
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
台
数
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
８
年
３
月
１
日
現
在
で

１
３
３
２
台
で
あ
る
。

問　
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台

数
が
多
い
３
地
区
と
犯
罪
が
多
い
３

地
区
は
ど
こ
か
。

答　
設
置
台
数
の
多
い
地
区
は
桜

及
び
自
動
車
改
造
費
を
支
給
す
る
事

業
で
あ
る
。
自
動
車
運
転
免
許
取
得

費
を
支
給
す
る
事
業
は
、
就
労
等
に

伴
っ
て
新
規
に
普
通
自
動
車
免
許
を

取
得
す
る
場
合
に
、
取
得
費
用
の
３

分
の
２
以
内
、
上
限
10
万
円
を
支
給

す
る
も
の
で
あ
る
。
自
動
車
改
造
費

を
支
給
す
る
事
業
は
、
車
椅
子
等
を

継
続
し
て
使
用
し
て
い
る
方
が
、
就

労
等
の
た
め
に
自
ら
運
転
す
る
自
動

車
を
改
造
す
る
場
合
又
は
重
度
身
体

障
害
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
介
護

者
が
、
主
に
当
該
身
体
障
害
者
の
移

動
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
を
改

造
も
し
く
は
購
入
す
る
場
合
に
要
す

る
経
費
の
一
部
と
し
て
10
万
円
を
限

度
に
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
対
象
者
、
申
請
方
法
、
支
給

限
度
額
等
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

障
害
福
祉
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載

し
て
い
る
。

■
建
設

市
営
住
宅
内
部
整
備
事
業

問　
事
業
の
内
容
と
予
算
が
増
加

し
た
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
刈
谷
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
老
朽
化
し
た
台

所
の
改
修
や
消
防
点
検
で
指
摘
の

あ
っ
た
避
難
器
具
の
取
替
え
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
来
年
度
は
、
10
年
に

１
度
の
更
新
時
期
を
迎
え
た
火
災
報

知
設
備
の
更
新
と
住
宅
環
境
の
改
善

の
た
め
に
来
年
度
募
集
を
予
定
し
て

い
る
伊
勢
倉
住
宅
の
空
き
室
に
給
湯

器
と
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
す
る
工
事
を

行
う
た
め
増
加
し
た
。

問　
伊
勢
倉
住
宅
以
外
の
住
宅
に

も
給
湯
器
な
ど
を
設
置
す
る
予
定
は

あ
る
か
。

答　
市
営
住
宅
の
住
宅
環
境
の
改

善
や
居
住
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

刈
谷
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
く
改
修
工
事
で
対
応
し
て
い

く
が
、
風
呂
釜
等
の
な
い
住
宅
に
お

け
る
給
湯
器
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
に
設
置
す
る
伊
勢
倉
住

宅
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

雨
水
貯
留
浸
透
事
業

問　
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
事
業
は
流
域
治
水
対
策
と

し
て
、
流
域
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
関

係
者
が
協
働
し
て
水
害
対
策
を
実
施

す
る
も
の
で
、
た
め
池
や
水
田
な
ど

の
既
存
施
設
を
活
用
し
て
一
時
的
に

雨
水
を
貯
留
さ
せ
、
流
出
量
を
調
整

す
る
こ
と
で
、
浸
水
被
害
を
軽
減
す

る
と
い
う
取
組
で
あ
る
。
令
和
８
年

度
は
泉
田
町
地
内
で
新
た
に
開
通
し

た
市
道
02
―
14
号
線
と
Ｊ
Ｒ
東
海
道

新
幹
線
が
交
差
す
る
付
近
で
、
約

１
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
貯
留
を

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
水
田
貯
留
の
対
策
効
果
と
今

後
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
水
田
貯
留
は
、
排
水
ま
す
を

改
良
し
て
、
降
っ
た
雨
水
を
水
田
内

で
通
常
の
水
位
よ
り
も
５
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
程
度
多
く
た
め
る
も
の
で
、

全
国
的
に
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。
本
市
で
は
一
里
山
町
伐
払
交

差
点
よ
り
豊
田
市
側
の
水
田
に
お
い

て
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
約
１
０
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
）
の
水
田
貯
留
を
実

施
し
、
要
し
た
事
業
費
は
約
２
７
０

万
円
で
あ
る
。
水
田
貯
留
は
、
比
較

的
安
価
で
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

■
市
民
文
教

ス
ポ
ー
ツ
映
像
配
信
実
証
実
験
事
業

問　
取
組
内
容
と
利
用
状
況
、
こ

れ
か
ら
期
待
で
き
る
効
果
は
ど
の
よ

う
か
。

答　
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
映
像
配
信
は
、
刈
谷
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
実
証
実
験
の
一
環
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
日
常
の
練
習

な
ど
を
自
動
で
撮
影
、
配
信
が
簡
単

に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
Ｘ
技
術
の
実

証
実
験
で
あ
る
。
場
所
は
、
ウ
ィ
ン

グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷
、
ウ
ェ
ー
ブ
ス
タ

ジ
ア
ム
刈
谷
、
グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ウ
ン

ド
刈
谷
の
人
工
芝
コ
ー
ト
の
３
か
所

で
、
撮
影
し
た
映
像
は
、
刈
谷
市
の

ス
ポ
ー
ツ
情
報
サ
イ
ト
、「
Ｋ
ス
ポ
」

で
の
一
般
公
開
と
、
関
係
者
の
み
が

閲
覧
で
き
る
限
定
公
開
を
行
っ
て
い

る
。
実
績
と
し
て
、
一
般
公
開
は

サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
大
会
で
の
利
用
が

４
件
、
限
定
公
開
は
５
件
の
利
用
が

あ
っ
た
。
期
待
で
き
る
効
果
は
、
撮

影
し
た
映
像
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

利
用
団
体
の
技
術
力
向
上
な
ど
に
寄

与
す
る
こ
と
や
リ
モ
ー
ト
で
の
応
援

が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
各
競
技
団

体
の
映
像
が
１
つ
の
サ
イ
ト
に
集
約

さ
れ
る
こ
と
で
、
多
く
の
競
技
を
目

に
す
る
機
会
が
増
え
、
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
関
心
が
よ
り
深
ま
り
、
本
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
が
一
層
推
進
さ
れ
る
。

母
子
健
康
診
査
等
事
業

問　
５
歳
児
健
診
の
目
的
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
満
５
歳
に
な
る
子
供
が
対
象

の
健
診
で
、
子
供
の
発
達
の
遅
れ
や

偏
り
、
集
団
に
お
け
る
立
ち
振
る
舞

い
な
ど
の
社
会
的
な
発
達
の
状
況
等
、

個
々
の
特
性
を
早
期
に
把
握
し
、
就

学
に
向
け
て
、
子
供
と
そ
の
保
護
者

を
発
達
の
特
性
に
合
わ
せ
た
適
切
な

支
援
に
つ
な
げ
る
も
の
で
あ
る
。

問　
健
診
の
実
施
方
法
は
ど
の
よ

う
か
。

答　
集
団
健
診
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、

２
段
階
方
式
で
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
１
段
階
目
と
し
て
、
対
象
と
な

る
子
供
全
員
に
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

や
、
巡
回
相
談
等
に
よ
る
聞
き
取
り

を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
、
２
段

階
目
と
し
て
、
発
達
等
に
課
題
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
子
供
を
対
象
に
、

医
師
の
関
与
の
下
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
集
団
健
診
を
行
う
。

地
区
の
１
０
３
台
、
小
垣
江
地
区
の

97
台
、
小
山
地
区
の
78
台
で
あ
る
。

ま
た
、
令
和
７
年
中
の
地
区
別
の
刑

法
犯
認
知
件
数
が
多
い
地
区
は
桜
地

区
が
１
５
６
件
、
東
刈
谷
地
区
が
１

２
１
件
、
小
山
地
区
が
78
件
で
あ
る
。

■
福
祉
産
業

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
実
証
実

験
事
業

問　
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
構
造
と
い

う
特
殊
な
結
晶
構
造
を
用
い
た
次
世

代
型
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
、
薄
型
、

軽
量
、
曲
が
る
と
い
う
特
徴
の
ほ
か
、

室
内
や
曇
り
の
日
な
ど
低
照
度
の
環

境
で
も
発
電
で
き
る
特
徴
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
従
来
の
シ
リ
コ
ン
型
太

陽
光
パ
ネ
ル
で
は
設
置
が
困
難
だ
っ

た
建
物
の
壁
面
や
耐
荷
重
に
制
限
が

あ
る
屋
根
の
ほ
か
、
建
物
の
北
側
な

ど
照
度
が
低
い
場
所
で
の
活
用
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
導
入
が
促
進

さ
れ
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
の
削
減
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

問　
ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷
の

ど
こ
に
設
置
し
、
ど
の
よ
う
な
効
果

を
検
証
す
る
の
か
。

答　
設
置
場
所
は
実
証
実
験
の
提

案
企
業
で
あ
り
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

太
陽
電
池
の
開
発
企
業
で
あ
る
市
内

事
業
者
と
協
議
や
現
地
確
認
を
行
い
、

プ
ー
ル
棟
西
側
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
設
備
設
置
棟
の
傾
斜
の
あ
る

屋
根
を
選
定
し
て
い
る
。
実
証
実
験

で
は
、
耐
久
性
の
確
認
の
ほ
か
、
気

象
デ
ー
タ
及
び
発
電
デ
ー
タ
を
取
得

し
、
曇
り
の
日
な
ど
、
薄
暗
い
環
境

下
で
の
発
電
効
率
な
ど
は
従
来
の
シ

リ
コ
ン
型
太
陽
電
池
と
比
較
し
、
そ

の
有
効
性
を
検
証
し
て
い
く
。

自
動
車
改
造
費
等
支
給
事
業

問　
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方

に
対
し
、
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費


